
1 

 

別記様式 
令和５年度(2023年度)学校評価報告書 

 
令和６年(2024年)３月19日  

 
 北海道教育委員会教育長 様 
 

北海道余市紅志高等学校長 生 田 仁 志  
 
 次のとおり令和５年度(2023年度)の学校評価について報告します。 
 
１ 本年度の重点目標 
１ 社会的自立のための目標を持ち、主体的・協働的に深く学び行動する生徒の 
育成 

２ 地域に愛着を持ち、自他を尊重し、思いやりの心を持つ生徒の育成 
３ 生命を大切にし、心身を鍛え、自信と根気を持って生きる生徒の育成 
２ 自己評価結果・学校関係者評価結果の概要と今後の改善方策 

評価項目 自己評価の結果 学校関係者評価の結果 
【学校経営】 
１ 学校教育目標は生徒の実

態や保護者・地域の期待を
踏まえたものになっている
か。 

２ 重点目標達成の意識を持
って、日常の教育活動を行
っているか。 

３ 重点目標や経営方針は、
学校課題の解決を図るもの
になっているか。 

４ 学校行事の目的設定、内
容・時期、事前指導や事後
評価は適切に行われている
か。 

 
 令和元年度より「地域」
との連携、協働を踏まえた
重点目標を策定し取り組
んできた。教職員による自
己評価で「生徒の実態や保
護者・地域の期待を踏まえ
ているかどうか」につい
て、昨年度より更に15ポイ
ント改善され、100％が「そ
う思う」、「どちらかとい
えばそう思う」となった。
引き続き、生徒の実態や保
護者・地域の期待を踏まえ
た教育に努めたい。 

 
 保護者アンケートの
「教育目標は生徒の実
態や保護者・地域の期待
を踏まえたものになっ
ており、教職員が重点目
標達成のために教育活
動に取り組んでいるか」
の問に対して、保護者の
評価が昨年度よりも更
に５ポイント上昇した。 
 学校評議委員会で次 
のような意見があった。 
・余市紅志高校は十分に
魅力のある学校だと思
うので、いかにそのこと
を生徒に意識させるこ
とが重要ではないか。 

改善方策 

・他校種や地域との連携を深め、地域から期待され
必要とされる魅力ある学校づくりを推進する。 

・「学ぶ喜び」を実感させることにより、主体的な
学びをより一層推進する。 

【学習指導】 
５ 生徒の基礎・基本的学力

の定着と学習意欲向上のた
めの授業改善や丁寧でわか
りやすい授業に努めている
か。 

６ 各系列の特徴を生かした
選択授業、学校設定科目の
開設や授業の工夫改善によ
り、生徒たちは興味・関心
をもって授業を受けること
ができているか。 

７ 生徒の学習の成果に対し
て、多面的で適切な評価・
評定が行われているか。 

８ 小規模総合学科としての
特色ある教育課程の下で生
徒の個性を伸ばし、進路実
現に結びつく効果的な科目
選択指導が行われている
か。 

 
 令和５年度の北海道高
等学校学習状況調査にお
いて「家で自分で計画を立
てて勉強している」は全道
平均を上回り、「学校の授
業時間以外の１日あたり
の勉強時間」も改善が見ら
れ、全道平均とはぼ同じに
なるなど、学習面での資質
等の向上が見られる。ま
た、学習状況調査では英
語、国語において全道平均
を上回る結果に繋がって
いる。 

 
 保護者からは「生徒の
基礎・基本的学力の定
着」、「丁寧で分かりや
すい授業の実施」につい
て、昨年度に引き続き8
5％以上が「そう思う」、
「どちらかといえばそ
う思う」となっている。
学校設定科目「キャリア
スタディ」による個に合
わせた学習活動や「学び
直し」の取組等により評
価を得られたものと考
える。 
 学校評議委員会で次 
のような意見があった。 
・今年度から実施して 
いる「空き時間（ＳＵタ 
イム」について、生徒が 
自分たちで学習方法や 
クラスレク等を考えて 
活動をしており、自分た 
ちで考える力が付く活 
動になっている。 
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改善方策 

・主体的・対話的で深い学びへ向けた授業改善と観
点別評価の効果的な運用に向けて研修等を行う。 

・タブレットの有効活用についても研修を深めてい
く。 

【生徒指導】 
９ 基本的な生活習慣を身に

つけさせる指導が全校体制
で行われているか。 

10 生徒指導について家庭・
地域・関係機関との連携の
下、適切な対応が図られて
いるか。 

11 個に応じて心のケアを適
切に行う教育相談的な対 
応を全校的にとっている
か。 

12 学校行事、生徒会活動、
農業クラブ活動、部活動や
ボランティア活動は、生徒
が主体的、意欲的に 取り
組めるよう配慮されている
か。 

13 学校行事の日程や内容は
適切であり、生徒が充実し
た高校生活を送れるように
計画・実施されているか。 

 
教職員による自己評価

で「生徒指導について家庭
・地域・関係機関との連携
の下、適切な対応が図られ
ているか」について、３年
連続で94％以上が「そう思
う」、「どちらかといえば
そう思う」と回答してい
る。スクールカウンセラー
との連携により教育相談
の充実を図り生徒理解、生
徒支援ができている。 

生徒会活動や部活動の
創意工夫と柔軟な対応が
次年度も必要である。 

 
 学校評議委員会で次
のような意見があった。 
・小規模校の利点を活か
し、一人一人の特徴を知
った上で指導をしてい
る。 
・生徒数の減少により部
活の存続など危惧する
が、今後の在り方につい
ての検討に期待する。 

改善方策 

・スクールカウンセラー活用も含め、効果的な教育
相談を実施し、一層充実した健康・安全教育を実
践できるよう努める。 

・生徒数が減っていることから、同好会を含めた部
活動の在り方について検討していく。 

・保護者、地域の声にはしっかりと耳を傾け、要望
や相談にはていねいに対応していく。 

【健康安全】 
14 生徒の健康の保持と体力

向上を目指し、心身の健康
指導が適切に行われている
か。 

15 ネットトラブルの未然防
止・薬物使用・防災・交通
安全などの安全教育は適切
に行われているか。 

16 校舎内外の美化に努める
とともに、施設・設備の維
持管理が適切に行われてい
るか。 

 
健康安全教育及び心身

の健康指導、校舎内外の美
化、維持管理については昨
年度に引き続き、概ね適切
に対応ができている。 

また、ネットトラブル等
については、未然防止の観
点から安全教育を更に進
めていく。 

年次団と連携し効果的
な面談等を実施し、生徒理
解に努める。 

 
 ネットトラブルの未
然防止・薬物使用・防災
・交通安全などの安全教
育について適切に実施
されているかについて、
学校評議員が100％、保
護者については93％が
「そう思う」、「どちら
かといえばそう思う」と
答えている。日常的な指
導が評価されたと考え
られる。 

改善方策 

・昨今の高校生を取り巻く状況を適確に踏まえ、保
護者、地域とも連携して健康安全教育の充実を図
っていく。 

・情報モラルや交通安全、いじめ対策などについて、 
講話や学校行事・生徒会活動の機会を活用し充実
を図る。 

【進路指導】 
17 各年次に応じ勤労観や職

業観を身につけられるよ
う、キャリア教育が計画的
にすすめられ、生徒の キ
ャリア形成が図られている
か。 

18 進路に関する情報はガイ
ダンスや説明会を通じ、生
徒や保護者に必要な時期と
内容で提供しているか。 

19 分掌、教科、年次の連携
で、生徒の進路目標にあわ
せた講習や個別指導、検定

 
 ３年間を見通した進路
指導により、生徒の進路に
対する取組を促すことが
できた。 
 次年度も進路意識の向
上に努め、組織的な指導を
行うとともに、進路指導に
係る校内研修や計画的な
進路指導を継続して実施
する。 

 
「三者面談や個人面

談を通して、学校と保護
者との連携が図られて
いるか」については、保
護者の評価の93％が「そ
う思う」、「どちらかと
いえばそう思う」と答え
ており高い評価を得て
いる。 
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指導などの充実が図られて
るか。 

20 個人面談や三者面談を通
して、学校と保護者との連
携が図られているか。 

改善方策 

・進路担当者が中心となり、各年次の取組状況を定
期的に確認できる体制づくりを更に進める。 

・より適確な進路情報を定期的に生徒、保護者に提
供していく。 

【情報提供・連携】 
21 学校だよりの配布や学校

ＨＰの充実などで、保護者
や地域への情報提供を十分
に行っているか。 

22 学校の予算は適切に管理
と執行がなされるととも
に、納入諸費については、
目的や決算について十分に
説明しているか。 

23 ＰＴＡ活動が活発に行わ
れているとともに、地域の
方々とも積極的に連携を図
り交流しているか。 

24 保護者や地域からの意見
や相談や連絡などに誠意を
もって、親身に対応してい
るか。 

 
今年度もホームページ

による本校の情報発信の
充実を図っており、地域
説明会等においても、本
校の案内や重点的な取組
について資料を用いて説
明するとともに、映像等
を活用して学校の様子や
取組について紹介してい
る。また、令和２年度か
ら「学校ＰＲ局」による
活動を進めており、生徒
が直接、中学校等に出向
いて本校のＰＲ等も実施
した。 

 
 学校評議委員会で次の
ような意見があった。 
・新聞等で生徒の活躍の
記事等が載るなど、しっ
かりと情報発信がされて
いる。 

改善方策 

・今後も継続して、本校ホームページの定期的な更
新を行い、情報公開を行う。 

・次年度からの学校運営協議会設置により地域住民
等から意見をいただき、豊かに安心して住み続け
られる地域づくりをテーマに、学校と地域が相互
に作用する教育活動を推進していく。 

公表方法 
学校ＨＰに結果を公表 
学校評議員会において結果を公表 

 


